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今年度の学校訪問では、身の回りの事象と関連させた単元を構想したり、解決したくなる問いを授業の導

入で投げ掛けたりするなど「自分事化」を意図した授業や、代表授業の若手教員を学校全体で支え合う同僚

性の高い校内体制の様子を参観させていただきました。これらは、群馬県教育ビジョンの具現化を目指して、

教師もエージェンシーを発揮し、児童生徒が「～する」授業への転換を図ろうとしている姿と考えます。  

「授業は、教材を媒介に子どもと教師の相互作用で創られるもの」といわれるように、授業には「創る」

という面白さがあります。個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実により、１人１台端末を活用した

指導方法が多様になり、子ども自身の計画に沿って単元の学びを進める自由進度学習など、個に応じた指導

の可能性が一層広がってきました。もちろん、「資質・能力の育成」という目的を明確にして、指導方法が

目的化しないよう気を付けなければなりませんが、授業改善は、やりがいのある業務です。さらに、「その

子なりの見方・考え方、個性などを発見する喜び」も授業改善を通して得られる魅力と考えます。それは、

「主体的に活動に取り組む姿やつぶやき」に子どものよさが表出され、見取ることができるからです。  

今年度、私が授業を参観して「その子なりのよさ」を発見した中学２年生の数学科の例を紹介します。「谷

川岳登山のおすすめ時期をデータを根拠に説明する」という活動で、他の生徒と異なる時期（２月）の生徒

がいました。生徒同士の説明を聞くと、その生徒は、３か月分の降水量の箱ひげ図が並んだ画面を見せなが

ら「まず降水量でも雪の多い１月から３月までに絞り、次に気温が高くなると雪崩の心配があるので、日照

時間や気温の箱ひげ図から、積雪が十分あり雪崩が少ない２月をおすすめの時期」と説明しました。確かに、

雪の降水量を説明するには、１２か月分でなく冬の時期の降水量だけで十分です。しかも、天候が安定して

いることや雪崩などの危険性も考慮していることなど、箱ひげ図を用いて説得力ある根拠を示しています。

たった１時間の授業の様子ですが、「この生徒は、きっとウィンタースポーツ好きで筋道立てて考えること

が得意なのだろうな」と、よさを発見でき心がわくわくしました。  

児童生徒が「～する」授業への転換は、子どもたちが夢中になって活動に取り組む授業への改善です。そ

して、子どもたち一人一人の様子やつぶやきから、その子なりのよさを教師が発見できます。このような、

「子どもと教師の相互作用」により、魅力的な授業や保育が「創られる」よう、管内の各学校園を引き続き

支援していきたいと考えています。以下に今年の管内の指定研究における顕著な取組を載せておきますの

で、来年度の計画を立てる上で参考にしてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

○授業改善  
・体育部会による系統性を意識した単元構想  
・外部講師（専門家）から学ぶ 

○健康教育の推進  
・外部講師による健康教育  
（睡眠講座・歯科指導・利根中央病院との連携）  

○家庭・地域との連携  
・総合型地域スポーツクラブとの連携  
・学校だよりによる取組を紹介  

 

自他を大切にし、  
よりよく生きようとする児童の育成  

～エージェンシーを発揮した道徳の授業づくりを通して～  
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「授業改善を通して発見できる一人一人の子どものよさ」 

道徳の授業づくりを通して～」  

 

道徳教育総合支援事業（古馬牧小）の取組 ぐんまの子どもの体力向上推進事業（薄根小）の取組  

体力や健康に関心をもち、  
進んで運動できる児童の育成  

～家庭・地域と連携した｢からだづくり｣の充実を通して～  

 

 

 

 

 

 

 

 

指 定 事 業 を 生 か し た 校 内 研 修 の 充 実 
 

て  

〇「自分事」として考える授業展開の工夫  
・アンケートの活用（導入・展開）  ・自分の立場の明確化  
・自分たちで納得解を導く中心発問づくり 

〇交流活動の工夫  
・座席の流動化   ・トリオディスカッション ・手ぶらトーク 

〇指導と評価の一体化  
・振り返りの視点の明示  ・学期毎の振り返り 
・学びのポートフォリオ化  

5 年生  道徳科  主題名「相手の立場を理解する」  

教材名  「すれちがい」（日本文教出版）  

◆自分との関わりで考えられるよう、導入で実態を示した 

アンケートを提示し、教材から見いだした課題を基に３人

組になり、登場人物それぞれの 

立場から話し合いました。終末  

では、「過去」「今」「未来」の 

時間軸を視点に自分自身を振  

り返りました。 

 

 

５年生  体育科  単元名「走り幅跳び」  

◆試しの運動を通し、児童が自己の課題を把握し、主体的

に課題を解決できるようにしま 

した。また、練習の方法や場を選  

択させ、自作の教具で高く跳べ 

るよう意識付けました。さらに、友  

達同士で動きを見合うことにより、 

動きのポイントを伝え合う姿が見  

られました。 
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古馬牧小学校 HPに、本事業の詳細が紹介されています。 令和６年度「ぐんまの子どもの体力向上ガイドブック」に紹介されます。 



【集金業務】  【支払い業務】  

①学校は生徒へコンビニの  

払込用紙を渡す  
②保護者はコンビニまたは  

スマホ決済を行う  
③事務職員と教員は納付  

状況をパソコンで確認  

Ａ業者  

Ｂ業者  

Ｃ業者  
①ネットバンキン

グで振り込む  

②業者から領収書を預かり  

会計報告を作成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【実践１】集金業務と支払い業務の効率化  
 

 

 

【実践２】児童生徒名簿の町教委・小学校・中学校の一元管理 

【実践３】全小・中学校の備品の共有化 ～Ｃ４th の活用～ 
 共同学校事務室で協力し、町内の教職員が、Ｃ４th を通じて町内の            詳細はこちら 

すべての学校の備品を閲覧できるようにしました。 

 

町教委 小学校  中学校  

 「チーム学校」に係る事務職員特配校の実践（みなかみ中 令和 5・６年度） 
 

学校  生徒  家庭  
コンビニ納付  

スマホ決済  
教員  

事務職員  

納付書  

校務 PC 
教員  

会計  
報告  

入試調査書  ドリルツール  

入学予定者  

データ作成  

C4th 読込み  C4th 読込み  

データ確認  

追加・修正  

各種帳簿作成  

児童名簿  指導要録  

データ確認  

追加・修正  

学習・連絡ツール設定  

出席簿  保健関係  

保護者連絡ツール  

ドリルツール  

各種帳簿作成  

出席簿  

生徒名簿  指導要録  

学習・連絡ツール設定  

保護者連絡ツール  

C4th 読込用データ  

児童生徒名簿  

提出  

提出  

ポイント  

小学校６校から

統一されたデー

タが送付される  

ポイント  

町内でデータの  

入力方法を統一  

ポイント  

C4th 用のデータで作成  

データの流れ  

事務処理の流れ  

ポイント  

提出する児童生徒名簿を  

C4th から出力する名簿に統一  

➀「卒業式に向け、Ｂ５用紙とお花紙を全児童３枚ずつ準備す

る」場面から、枚数を数える不便さや伴って変わる数量があ

るのではないかという予想を出し合い、「枚数を数えずに簡

単に求められないか」という問いを共有しました。 

➁前半の交流活動は、個やグループで、 

はかりや定規などを用いて実際に計 

測し、枚数と重さ、枚数と厚さにど 

のような関係があるか調べて考えを 

広げ、後半は全体で重さや厚さから 

枚数が求められる理由や、誤差があ 

る場合の比例関係の是非について話し合って考えを深め、

上記の単元の課題を設定しました。 

【成果】伴って変わる２つの数量を具体的に調べて比例関係

を見いだしたり、数値の求め方が適しているか話し合った

りしたことで、自分の説明の不十分さに気付き、比例の学習

への必要感を高めることができました。 

新治小 ６年・単元名「比例」 

各教科等授業改善プロジェクト授業改善推進校［算数・数学］ 

➀「谷川岳登山のおすすめの時期を提案する」場面から上記

の単元の課題を設定し、気温データの箱ひげ図等を基に、

導き出した自分なりの結論と根拠を大型モニターに一覧表

示して「どうしたら自分の考えに説得力をもたせられるか」

という問いを共有しました。 

➁前半の交流活動は、各自が相手を選び、 

おすすめの時期と、その根拠となるデ 

ータの分布や特徴を説明して考えを広 

げ、後半は全体で各自の考えが変容し 

た理由を話し合って考えを深めました。 

全体交流の際は、自他の考えの変容が分かるように、結論

と根拠が変わった場合は色を変えるなど可視化しました。 

【成果】「説得力ある説明」を視点に自分なりの結論と根拠を

考えたり、多様なデータを分析して繰り返し説明し合った

りすることで、統計を考える上での見方・考え方を働かせ

て批判的に考える力を伸ばすことができました。 

みなかみ中 ２年・単元名「データの活用」  

［算数・数学］ ＜児童生徒が「～する」授業のためのポイント＞ 
○「であう」過程と「つかう」過程を関連付けて単元を構想することで、日常生活と数学の結び付きや数学の有用性
等を実感し、主体的に学ぶことができます。 

○「問い」を共有するには、児童生徒の実態に即した「教材の工夫や状況の設定」、「数学的な見方・考え方を働かせ
る発問や投げかけ」が効果的です。 

○充実した交流活動にするためには、説明する対象（事柄・方法・理由）、数量や関係等の数学的な表現に着目して、
「考えを広げる活動」と「考えを深める活動」を意図的に実施することが大切です。  

現れてほしい姿 

日常生活や社会、数学の事象に 

関わる「問い」を見いだす 

数学的な表現を用いて交流し、 

自他の考えを広げ、深める 

解決方法、理由、性質、関係等に関わる 

「問い」を教師と児童生徒が共有 

他の考えを理解する活動と、比較・検討、 

関連付けを図る活動を意図的に設定 

指導の重点 

「であう」過程 （本時１／全９時間） 
単元の課題「どうしたら枚数の求め方をしっかり説明で 

きるだろうか。」 

「つかう」過程 （本時７／全８時間） 
単元の課題「複数のデータを効率よく比較するにはど 

うすればよいか。」 

ハイライト動画  

２月下旬公開  

① 問いを「自分事化」  

   〈自己決定、試行錯誤〉  

② 交流活動の質の向上  

  〈自己決定、対話・交流〉  


